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経営理念の実現は全社員さんとその家族、取引先、お客様、そして自分自身の幸
せのためです。
幸せになることを目指すために自律して仕事に取り組み、
お客様や地域に感動を与えることができるプロの仕事人を目指します。
市場が求める商品・サービスの一歩先を追求しつづけ
企業活動を通じて地域社会から信頼され社会貢献ができる会社でありつづけま
す。

※自律とは：他からの支配・制約などを受けずに自分自身で立てた規範に従って、行動す
ること。
※社員の幸せの定義
・成長し続ける意欲を満たす（成長し続ける社員さんを求めている）
・商品・サービスの提供を通じてお客様（社会）の必要とされること（お客様に役立つことを
喜びとする社員さん）
・リングで働くことで家族も安心してもらえる
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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や弊社が約束したことを遵守します。

２ ．効率的な営業活動や仕事の改善を通じて二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．施工方法の工夫により一般廃棄物の発生抑制、工事に伴う廃棄物の適正管理に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．作業で使用する塗料（さび止め塗料）などを適正管理に努めます。

６ ．防犯設備設置に伴う企画設計を行い、あんしんなまちづくりに貢献することによって

企業価値向上を目指します。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日：

改定日：

環境経営方針

2022年1月16日

2019年10月1日

　　　2001年に創業して今まで営業成績を上げることに専念してきましたが、それだけでは
　　　理念にある「あんぜんな社会の実現」はできないと判断しました。
　　　会社の維持発展を継続していくために、環境問題にも取り組み、微力ながら社会に
　　　役立ち利益を上げることもできて、結果として社員が幸せで、安定した生活ができ
　　　ることを目指す所存です。
　　　いままで、計画、実行、確認、改善の手順すら実行することができませんでした。
　　　すこしづつ社員の意識も変わり、改善していく仕組みを作ります

本業である防犯・防災用品の普及を通じて、地球温暖化問題への取り組みや産業廃棄物の削
減、地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　SDGｓの12.5 にある「2030年までに、予防、削減、リサイクル、および再利用（リユー
ス）により廃棄物の排出量を大幅に削減する。」に貢献できるよう分別に努めリサイクルで
きるものはリサイクルし、また廃棄物を減らす努力を、従業員一丸となって継続的に改善活
動に取り組んでまいります。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

有限会社リング

代表取締　齋藤陽子

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市港区南市岡二丁目一番二十一号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 齋藤陽子 TEL： 06-6581-2880
担当者 代表取締役 齋藤陽子

（４） 事業内容
セキュリティ機器の企画・設計・施工

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日
□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社リング
対象事業所： 本社
対象外： なし 全社全活動認証範囲
活動： セキュリティ機器の企画・設計・施工

□事業・製品の紹介
 お客様のところに行って施工します　　イベントで防災備蓄品を紹介しています

資格リスト

総合防犯設備士：1名

防犯設備士：4名

第二種電気工事士：3名

第一種電気工事士：1名

1級電気工事施工管理技士：1名

消防設備士 乙種 第6類：1名

消防設備士 甲種 第4類：3名

インターホン設備（システム）劣化診断士：1名

高所作業車運転者(10m以上)：3名

光ファイバーケーブル技術習得実習：1名

工事担任者DD3種：2名

高圧・低圧電気取扱作業者 特別教育：受講済み

71

2024年9月30日

83
4

本社

公園に設置した子供見守りカメラ
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

齋藤陽子

社長 齋藤陽子

環境管理責任者

朝礼

・環境活動実績の確認・評価

環境事務局

・環境経営に関する統括責任

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

朝礼

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、朝礼の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

2022年9月25日

齋藤陽子

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

内部監査チーム

工事部

品山侑輝

工事現場

北村徹

営業助手

床山明哉

佳
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※水道については個別メーターがないため、把握できません。

単位：t-CO2

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

✕

✕

✕

※上記以外で補修塗料などの少量の化学物質について管理を徹底しています。

620

行動目標（次項による）
メーターがないため数値は把握できない

kg-CO2 9,767

96%

―

24期

10,174 9,971 7,893 9,869

一般廃棄物の削減
kg 264

90%

7,483

238

98% 80% 97% 96%

1,620 2,307 2,284

上記二酸化炭素排出量合計

246 264 246

廃棄物排出量

水道水の削減

行動目標（次項による）

基準年度比 93% 100% 93%

105% 100%
機器施工の受注促進 7,379

220%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 7,795 7,639 6,273 7,561
基準年度比

基準年度比 98% 68% 97%
電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 2,379 2,331

0.418

　産業廃棄物排出量 250

22期　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

水使用量 ―

23期
（目標）

1,040

―

　一般廃棄物排出量

(基準値) （目標） （実績） （目標）
評
価

25期

288 264 264

二酸化炭素総排出量 14,022 10,174 7,893

項　目 23期 24期 25期

90% 168% 80% 70%

地域での環境活動

15,461万円 7,028
210%

混合廃棄物の削減 kg 620 558 1,040 496

7,060
基準年度比

14,758

企業価値向上の取り組
み

行動目標（次項による）

434
基準年度比

燃費(km/L) 10.3610.00

2050年 0 0 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

Scope1 Scope2 対　策
2022年 8 15
現在 6.3 1.6 省エネ

2030年 5 1 省エネ+ハイブリッド車+クレジット
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

24期
25期

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

24期
25

240220

417

どうしても車輛が必要な場合ハイブリッド車輛をレンタカーを利用
するようにした。今後は燃費を記録するようにしたので、急発進、
急ブレーキをしないように心がけて、エコドライブに取り組みます

263

取組結果とその評価、次年度の取組内容

391

9月8月7月6月

421

5月
448 654 519

・走行距離の短縮 ×

4月
700

5月 6月 7月 8月 9月

・公共交通機関・路線便の利用

3月2月1月12月11月10月

○

324
634

359

301

数値目標 〇

10月 11月

217 226 290145

・エコドライブ推進

365 289 247 409 328

・クールビズ・ウォームビズの推進

・空調温度の適正化（冷房26℃　暖房22℃）

×

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

○
・仕事の効率化による定時退社 △

照明器具はすべてLEDを使用し、省エネに努めています。
スイッチはエリアごとに個別にしており、電力の無駄遣いをなくして
いる。

339 448
315 215 213
328

310 311 319
4月

298 190

エコドライバープロジェクトへの参加表明を行いました。

332352 291 171
197237 117

252 299
280 206

○

519 373 441

達成状況

×
数値目標 〇 夏はバッテリー式の空調服、冬もバッテリーを使うヒーター付きベ

ストの着用で、エアコン温度を管理できた。石油ストーブの利用は
廃止した。
照明器具は照明ごとにスイッチを取り付けした。照明器具ごとにこ
まめにon,offをすることを徹底した。
部屋のパーテーションを工夫し、無駄な場所を冷やさない、温めな
い工夫をする
窓ガラスに遮熱フィルムを施工し室内温度を効率的に管理する

12月 1月 2月

・不要照明の消灯、間引き照明の実施

・フィルターの点検・清掃 △

3月

0

500

1,000
電力（kWh） 24期 25期

0

100

200

300

400

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 24期 25
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

24期
25期

混合廃棄物の削減

取組紹介欄 

工事に伴う廃棄物においても分別を徹底し、混合廃棄物の割合削減に努めている。

24期
25期

水道水の削減
注意喚起のポスターを貼り、節水に努めた。

2222 22 22 22

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容
仕事の内容により増減がある。
配線工事の際に、だいたいの寸法どりをせずに、5回線であれば5
本の電線を用意して、無駄がなくなるように心がけた。結果、鉄くず
売却へ持ち込む量が減った。
今後も端材や鉄くずができるだけでないように心がける。

22 22 2222
22 22 22 22 22 2222

2222

8月1月

・紙類のリサイクル化 ○
・印刷物の削減、電子化 △

2月 9月5月 6月

分別を徹底している。
廃ダンボールは地域に寄付をし、再利用をしている。

3月 4月

0 　

○

12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
全員で一般廃棄物はあたり前に分別できるようになった。
引き続きリサイクルできるものはできる限りリサイクルしていく。

0

0

-

・分別の徹底

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 〇

・端材の削減 ○

0 0

数値目標 ✕
達成状況

△・再資源化先の開拓

10月 11月

○
数値目標 ✕

取組紹介欄
節水の啓発ポスターを貼り、また音姫の使用により、水使用量削減に努めている。

0

・作業ミスによる廃棄量の削減

達成状況

22

#REF! #REF!

達成状況

0

数値目標（メータがないため把握できない）

22 22 22 22 22
7月

5月 6月

0 0

7月 8月 9月
0 0 0 0 0 0 0 0 620 0 0 0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

0 0490220 0 0 0 130 0 200

0

10

20

30

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 24期 25期

0

500

1,000

混合廃棄物（kg） 24期 25期
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機器施工の受注促進

20期
25期

環境に配慮した工事の推進

企業価値向上の取り組み

地域での環境活動

達成状況

顧客訪問の徹底

取組結果とその評価、次年度の取組内容

×
新規顧客獲得

×

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組紹介欄
動画作成し、販促活動を行っている。

数値目標 ✕ 経営審査を受けることができた。公共入札工事にも参加できる準
備はできた。
マンションのインターホンリニューアル工事を短納期で完工できる
スキルが身についた。今後も複数件の受注を目指す。

事前準備をしっかり行い、無理がない工程が組めるように徹底し
た。
今後も事前準備を徹底して行うことを重点項目とする。○

・工事の効率化(工程管理の徹底） ○
・事前準備の徹底 ○
・顧客クレーム削減

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・資格試験への取り組み ○ 消防設備士甲4類の合格者があった。

社員の技術スキルをさらに高めるために、資格受験を応援する。
来期もう一人電気通信工事施工管理技士の1級合格を目指す。

・情報収集 ×
・人材確保（アプローチブックの整備） ○
・SDGｚの社内啓発 ×

○
既存顧客への営業

177 246
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
段ボールだけでなく、カタログなどの紙媒体や、古着なども持ち込
み貢献できた。
今後も地域ボランティアには積極的に参画する

ダンボールの寄付 ○
小学校での避難訓練の支援 ×
0 0

378 647 425
469 300 651 1,099 797 328 1,112 204 275 1,026 420 381
467 988 548 404 216 706 1,827

0

1,000

2,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

受注額（万円） 20期 25期
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

該当なし

□外部からの環境に関する苦情等
対象年度は苦情等ありませんでした。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
避難訓練の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

顧客要求事項 安全管理
業務用空調機

消火器による模擬消火訓練で消火器の使用方法を再確認を行った。
避難訓練により経路の確認等を行えた。

代表者及び従業員全員
2023/12/28 本社

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

建設リサイクル法
労働安全衛生法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

補修塗料
フロン排出抑制法

廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

一般廃棄物、産業廃棄物（混合）
適用される法規制

総括
技術力、営業力を強化できた1年でした。資格取得に力を入れ、勉強会などの実施できた。
来期はＳＮＳなどによる発信を強化して大型物件の受注を目指す。

2024年11月1日
【前回の指示への取組結果】

経営の課題とチャンスを考慮して変更する。引越し後のデータが1年間収集できたので、今期を基準年度として計画する。（基
準値変更人員削減のため代表者が環境管理責任者を兼ねる。）以上対応済み。

2022.1.16改訂が最新版
変更しない。

事業量の変動が大きいため、次年度は今期実績を基準年度
とする。

変更なし
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